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前号で角田光代さんの評を紹介した映画
「万引き家族」を私の主人が見てきた。ちな
みに、私のユナイテッド・シネマのカードを
使って（私のポイントを使って）安く見てき
たのである（怒）が、こんなところで無益な
争いは避けたかったので、あらすじと感想を
聞いたところ、あらすじの方は、「おばさん
の解説」の常として、やたら細部にこだわっ
たかと思うと、いきなり話が飛んだりして、
どうも焦点がぼけてよく分からなかった（笑）
のだが、感想の方は角田さんとよく似たこと
を言っていた。そこで、角田さんの評を紹介
したところ、「さすが、作家さんというのは
うまく表現するものだ」とか何とか言いなが
ら、同じ視点だったことを喜んでいるようで
あった。

その感想というのを、もう一度角田さんの
評で紹介すれば、

よく理解できないこと、理解したくない
ことに線引きをしカテゴライズするという
ことは、ときに、ものごとを一面化させる。
その一面の裏に、側面に、奥に何があるの
か、考えることを放棄させる。善だけでで
きている善人はおらず、悪だけを抱えた悪
人もいないということを、忘れさせる。善
い人が起こした「理解できない」事件があ
れば、私たちは「ほら、悪いやつだった」
と糾弾できる。なんにも考えず、ただ、た
だしい側にいるという錯覚に陶酔すること
ができる。そんな、シンプルで清潔な社会
への強烈な違和感がこの映画から立ち上っ
てくる。

というものである。もちろん、こんな格好良
く表現されたわけではないが、ほぼ同じよう
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な感想を抱いたようだ。
だから、この映画では「万引き家族」を「イ

イ家族」として描いているわけではない。も
っとああすればイイのに…とか、こんなこと
だからダメなんだ、なんでこんなことやって
んだ、という場面も多いのだそうだ。しかし、
そういうことも含めて一つの家族なのであ
り、その姿が丁寧に描かれているとのことで
ある。また、パルムドール審査員長のケイト
・ブランシェットさんのコメントにもあった
が、安藤サクラさんの演技が本当にすごくて
感動したとも言っていた。

というわけで、わけの分からないあらすじ
説明を聞かされたにもかかわらず、やっぱり
見てみたい気になった。

ついでにいうと、角田さんの評に
作品のなかで、父親が息子に読み聞かせ

るのは『スイミー』という絵本だ。
という一節があるのだが、主人によるとそれ
はどうも間違いとのことである。『スイミー』
は『スイミー』らしいのだが、父が読み聞か
せるというのが違うらしい。新聞が間違えた
ことを掲載するとは思えないのだが、これま
た無益な争いは避けることにして頷いておい
た（笑）。

＊
ただし、どうも私はケチなので、こういう

家族劇みないたものを劇場で見たいとは思わ
ないのである。劇場の大画面・大音量（最近
は椅子が画面に合わせて揺れたり、ミストが
出たりする会場もある）を楽しむためには、
やっぱり大迫力のＳＦとかアクションものと
か、そういう作品じゃないとね。


